
 4 

 

 

 

 

 

 

〈分類１〉 学校教育 

○ 児童・生徒が一人ひとりの個性と能力を伸ばし、生きる力と豊かな人

間性の形成につながるよう、幼児教育や学校教育の教育環境の充実を図

ります。 

○ 安全で安心な子どもの居場所づくりに向けて、みんなで子どもを守り

育てる社会環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

  【施策】 

 

   ・学校教育の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P ５ 

 

   ・食育の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P ８ 

 

   ・家庭・地域と連携した学校づくり・・・・・・・・・・・・P ９ 

 

   ・放課後の居場所づくり・青少年育成運動の推進・・・・・・P１２ 

 

   ○ 総括的評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P１３ 
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〈分類１〉 学校教育 

【施策】 

◇  学校教育の充実 

 

【主な事業】 

（１）学校施設維持管理事業 

点 

検 

概 

要 

各学校からの要望により学校施設の改修及び修繕を行い、児童生徒が安全

に教育を受けられる安全で快適な環境を整える。 

計 

画 

・前年度に実施した学校訪問により判明した修繕箇所や、緊急に必要となる

修繕料を予算措置。 

 

実績 

小学校 

 

五戸小学校 

・グラウンドネットフェンス修繕 

・グラウンド法面土砂落下防止修繕 

 

切谷内小学校 

・マンホール蓋交換修繕 

 

倉石小学校 

・体育館屋根雨漏り修繕 

・プール返水ポンプ交換修繕 

・玄関前タイル修繕 

・暖房器修繕 

 

中学校 

 

五戸中学校 

・校舎棟３階男子トイレ排水管修繕 

・通学路外灯電球交換修繕 

（豊間内枝線５３号柱，７２号柱） 

・武道場体躯補修修繕 

 

川内中学校 

・高圧限流ヒューズ交換修繕 

・暖房器部品交換修繕 

・受水槽揚水ポンプ交換修繕 

 

倉石中学校 

・体育館屋根雨漏り修繕 

 

評 

価 

成果 
 前年の１０月頃に教育委員による学校訪問を行い、各学校の要望を把握す

ることで、修繕計画をたて、順次修繕を実施した。 

課題

等 

 学校施設維持管理については、事業費の大きい工事の十分な予算の確保が

できないために、学校からの要望に対して迅速で十分な対応ができていない

状況となっているので、ある程度の規模の改修等については、年次計画を作

成し、計画的な予算措置を財政当局に要望する必要がある。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

（２）特別支援教育支援員配置事業 

点 

検 

概

要 

 様々な障害を持つ児童生徒に対して、学校生活上の介助や学習活動の支援な

どを行う特別支援教育支援員を必要な学校に配置し、児童生徒の教育の充実を

図る。 

計

画 

・小学校４校、中学校２校に合わ

せて１１人の支援員を配置 
実

績 

・五戸小学校へ３人、切谷内小学校

１人、上市川小学校２人、倉石小学

校２人、五戸中学校２人、川内中学

校２人の計１５人の支援員を配置し

た。 

評 

価 

成

果 

特別支援教育支援員は昨年度より２人増員配置し、ほぼ支援員を必要とする学

校へは配置され、教員の負担を軽減することができた。以前より障害のある児

童生徒が普通学級で学習する時など本人及び周りの生徒も落ち着いて学習す

ることができるようになった。 

課

題

等 

各学校から複数の特別支援教育支援員配置の要望があり人材確保が難しい 

 

（３）語学指導外国青年招致事業 

点 

検 

概 

要 

 国の語学指導外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）を活用して、語学指導

助手（ＡＬＴ）となる外国青年を招致し、小・中学校で英語授業の補助をして

もらうことで英語教育の充実を図る。また、国際理解教育の補助をすることで

諸外国との相互理解を増進する。 

計 

画 

・人数 ３人 

・配置校 ７校 

・学校教育以外での英語指導の実

施 

実

績 

・人数 ３人 

・配置校 ７校（全小中学校） 

・ＡＬＴが、公民館講座で講師とし

て町民への英語指導を行ったほか、

町内幼稚園・保育園へ訪問し、英語

を教えた。 

評 

価 

成

果 

外国青年によるＡＬＴの配置により、小中学生が生の英語に触れることで英

語教育の充実を図ることができた。 

また、ＡＬＴが公民館講座の英語講師として講座を行い、幼稚園・保育園を

訪問することで町民との交流も図られた。 

さらに、英会話番組の制作を行い、町ケーブルテレビで放送し、多くの町民

に英会話に触れる機会を作ることが出来た。 

課

題

等 

 ＡＬＴの学校等訪問について、授業時間等詳細の把握が不十分であるため、

管理体制の見直しを行い、適正に管理していく必要がある。 

また、住環境について、町指定のアパート以外にも住居の選択肢を増やし、

町所有物件の活用による双方の住宅費の抑制等の改善が必要である。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

 

（４）奨学資金貸付事業 

点 

検 

概

要 

 五戸町出身の学生及び生徒で学習能力があるにもかかわらず、経済的理由に

より就学が困難な者に対して、学資を無利子で貸与して人材の育成を図る。償

還期間は、１年据置後から貸与期間の２倍の期間以内とする。 

計

画 

・新規貸与者数  

  高校生 ３人 

  大学生等 ２５人 

・償還金償還率（現年度分） 

 ９５％ 

実

績 

・新規貸与者数  

  高校生 ０人 

  大学生等 １４人 

・償還金償還率（現年度分）  

９８．６％ 

評 

価 

成

果 

 経済的理由により就学が困難な者１４名に対し、奨学資金の貸付けによる支

援を実施し、人材育成を図ることができた。 

課

題

等 

奨学資金償還金の未納者が有り、未納額は、全体では減少傾向となっている

ものの長期間にわたって未納の人もいる。そのため、未納者と連絡を密にとり

ながら、未納者の経済状況などの把握をして返済に向けた取組みを継続的に行

い、未納額の減少に努めることが必要である。 

 

 

 

 

 

（５）コミュニティバス通学対応便事業 

点 

検 

概

要 

 学校統合などにより、遠方から通学する児童生徒の通学手段として、学校と

該当地区の間に通学のためのスクールバスを業者委託により運行する。 

計

画 

・スクールバス運行学校 

五戸小学校、倉石小学校、 

五戸中学校、倉石中学校 

実

績 

・スクールバス運行学校 

五戸小学校、倉石小学校、 

五戸中学校、倉石中学校 

評 

価 

成

果 

スクールバスを計画のとおり運行したことにより、遠隔地の児童生徒が円滑

に通学することができた。 

課

題

等 

スクールバスの乗車時間が長いとの意見が一部にあることから、よりよい運

行経路について検討を行う必要がある。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

【施策】 

◇ 食育の充実 

 

【主な事業】 

（１）学校給食地場産物活用推進事業 

点 

検 

概

要 

 学校給食に地場産物を使用し、「生きた教材」として活用することにより、

児童生徒が食材を通じて地域の自然や文化、産業等に理解を深め、地産地消並

びに、食育の推進を図る。 

計

画 

地産地消・食育の観点から、学

校給食食材に地場産物を取り入

れ、地元の食材や産業についての

理解を深めると共に郷土の文化

や伝統への関心を高める。 

実

績 

・給食食材に地場産物（米・ながい

も・にんにく・倉石牛・りんごジュ

ース・馬肉・なんばんみそ等）を取

り入れた。 

・給食だよりを活用し、地場産物の

紹介をすることにより、地元食材使

用の周知を図った。 

評 

価 

成

果 

地域の農畜産物を学校給食に活用することが、より身近に実感を持って、地

域の食文化、産業や自然環境の恵みに対する児童・生徒の理解を深めることが

図られた。 

課

題

等 

 食材調達は、安全・安心な給食を確保する観点から、地元産を含む国内産の

食材の使用に努めているが、地場産物の食材は割高となるため使用回数が限ら

れる。 
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〈分類１〉 学校教育 

【施策】 

◇ 家庭・地域と連携した学校づくり 

 

【主な事業】 

（１）学校評議員事業 

点 

検 

概

要 

 学校運営に関し、保護者や地域住民の意見を反映するとともに、協力を得な

がら子どもたちの健やかな成長を担うことができる学校運営を行うため、各学

校に５名以内の学校評議員を置き、学校運営に参画してもらう。 

計

画 

・各学校評議員を委嘱 

・各学校評議員会議平均開催回数

２回 

・各学校評議員の意見の平均反映  

 数 

 ３件 

実

績 

・各学校に学校から推薦された３～５

名の方を学校評議員として委嘱した。 

・各学校評議員会議開催平均回数  

２回 

・各学校評議員の意見の平均反映数  

３件 

評 

価 

成

果 

各学校では、評議委員から意見を聴取する会議を１～３回開催し、出された

意見についても学校運営に反映しており、地域に開かれた学校を目指す運営が

行われている。 

課

題

等 

学校評議員会議の開催については、各学校の実情に応じて一任しているた

め、学校ごとの開催回数に１回～３回とばらつきがある。地域に開かれた学校

運営とするためにも、学校の現況説明を含め、最低年２回（前期・後期）の開

催とすべきと考えるが、会議開催については、学校側に開催を強く促すべき性

格の事業ではない部分を含んでいる。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

（２）学校支援地域本部事業 

点 

検 

概

要 

 学校の要望に応じて、教育活動を地域住民のボランティア活動で支援する体

制をつくり、学校で手が回らない部分を手伝うことで教育環境の整備や教員・

地域住民が子どもたちと向き合う時間を増やし、地域の教育力の向上を図る。 

計

画 

・町内の学校２校に学校支援セン

ターを設置する。 

・学校支援コーディネーターを５

人配置し、学校とボランティアの

調整に当たる。 

・ボランティア活動日数 343日 

実

績 

・五戸小学校、倉石小学校の２校に

学校支援センターを設置した。 

・２校に計５人の学校支援コーディ

ネーターを配置し、学校とボランテ

ィアの調整に当たった。 

・プール授業補助や図書室の整理な

ど学校の要望に沿って地域住民が、

ボランティアで支援を行った。 

・ボランティア活動日数 124日 

評 

価 

成

果 

地域住民のボランティアにより、学校の教育環境の向上と教師が児童生徒に

向き合う時間を増やすことができた。 

図書室及び図書の整備により、読書に関心を持つ児童・生徒が増加した。 

学校支援コーディネーター・ボランティアが活動するようになり、学校が保

護者や地域住民が行きやすい場となってきた。 

平成28年度は、国県補助事業として行う予定となっている。 

課

題

等 

社会科見学時の引率や、普段の学校内での子どもたちのチェックを行ってほ

しいという意見があった。ボランティアの地域貢献意欲の向上につながる上、

子どもたちが住民の顔を覚えるよい機会になるので、今後検討する必要があ

る。 

 ＰＴＡ活動等で学校支援に取り組んでいる場合もあるので、学校側と連携を

図り事業を遂行する必要がある。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

（３）通学合宿事業 

点 

検 

概

要 

子ども達の生活する力の育成と地域の教育力の醸成を目的とし、家族を離れて、

地元の自治会館等に宿泊しながら集団生活を送り、炊事、掃除等の生活体験をする。   

また、地域の大人とも一緒に活動をし、地域の方々との交流を深めることで、子

どもの自立心や生活力の向上、協調性や我慢する心を育む。さらには、地域住民で

実行委員を組織し、地域の大人が子どもたちの生活や体験活動をサポートすること

を通して、地域住民同士が交流をし、地域ぐるみで子ども達を育てていこうという

機運を高める。 

町からの直接的な資金は投入されていない。 

 

計

画 

アンケートの回答結果 

・参加児童 

   また参加したい90％ 

  

 

・保護者アンケート 

   参加後の児童に変化あり70％ 

  

 

・実行委員人数（参加実人数）20人 

実

績 

アンケートの回答結果 

 ・参加児童 

   上市川小95％ 

   倉 石小95％ 

  

・保護者アンケート 

   上市川小46％ 

   倉 石小55％ 

  

 ・実行委員人数（参加実人数） 

   上市川小29人 

   倉 石小16人 

評 

価 

成

果 

上市川小と倉石小で行われたが、どちらも地域の方の協力を得て、大きな事

故もなく無事終わることが出来た。アンケートを取ったところ、子ども達から

も家事について理解があったり、保護者から当事業終了後、家事を手伝うよう

になったり、積極的に行動するようになったりと様々な変化が見られた。 

また、参加した地域住民からも、地元の子ども達を気にするようになったり、

地域の子ども達について考える機会が増えたといった声もあった。 

課

題

等 

 現在はこの活動を上市川小や倉石小のみで行われているが、他の学区や地域

で実施できるようにしていく必要がある。 

 現在は教育委員会が先導して実施しているが、住民等が主体的に計画した

り、協力者を集めたりして取り組めるようになることが本来の事業の効果と考

えている。今後、教育委員会としては予算も含め、通学合宿等の活動を通して、

地域の人材や団体の育成につながっていくようなシステムを作る必要がある。 

 

 

 

 

 



 12 

〈分類１〉 学校教育 

【施策】 

◇ 放課後の居場所づくり・青少年育成運動の推進 

 

【主な事業】 

（１）放課後子ども教室推進事業 

点 

検 

概

要 

 放課後に公民館等を活用し、地域の方々の協力を得て、子ども達の安心・安

全な活動拠点をつくり、スポーツや文化活動、地域住民との交流を通して、地

域が一体となって心豊かでたくましい子ども達を育む環境づくりを目指す。開

催日は、毎週水曜日と金曜日の放課後から１７：００まで。年６回程度、土・

日曜日を利用した体験活動を開催する。 

 

計

画 

・申込児童数25名。 

・日数開催は平日 87 日、土曜日 8

日、計95日。 

・放課後子どもプラン運営委員会開

催        2回 

実

績 

・申込児童数は定員25名に対し、１７名。  

・開催日数は平日 72 日、長期休業日を含

む土日21日、合計93日。 

・放課後子どもプラン運営委員会開催  

2回 

評 

価 

成

果 

放課後の時間を利用し、年齢の異なる子どもたちが一緒に工作、料理、自

然学習、農作業、アウトドア体験をするなど、地域の方々の協力により、様々

な体験をすることができた。参加者の保護者からも好評を得ている。 

学校、地域、家庭をつなげるこの事業は、今後の地域の教育力の向上の手

段として必要な事業と考える。  

また、現状では五戸小学区の児童しか参加できていないが、平成３１年度

までに小学校の敷地内や児童クラブに隣接した場所で当事業を行うといっ

た、児童が参加しやすい環境にしていく計画を策定。 

課

題

等 

スタッフの拡充が当面の課題。現在の規模を維持、継続するためにも人材

の確保は重要。しかし、学校との一体化についても各学校区にも同様の活動

を拡充していく必要があるため、新規で人材の確保について、謝金単価の増

額等も含み対策をしていかなければならない。 
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〈分類１〉 学校教育 

 

○ 総括的評価・・・・・学校教育 

◆ 学校教育の充実としては、学校施設維持管理については、前年の１０月頃に教育委員によ

る学校訪問を行い、各学校の要望を把握することで、修繕計画をたて、順次修繕を実施した。

しかし、事業費の大きい修繕については、十分な予算の確保ができないために、学校からの

要望に対応ができていない状況となっている。大規模改修等については、予算措置を継続的

に財政当局への要望を行い、理解を求めていく必要がある。 

特別支援教育支援員については、支援員を必要とする学校に、計画時より要望により４名

多い配置を行い、教員の負担を軽減することができたとともに、障害のある児童生徒が以前

より普通学級で学習する時など、本人及び周りの生徒も落ち着いて学習することができるよ

うになった。しかしながら、依然として支援員の要望があるが、人材や財源確保などの問題

により十分に対応出来ていない面もあるため、県関係部局や町財政部局との情報交換を行い

ながら、学校の要望に応えていく必要がある。 

語学指導外国青年招致事業では、ＡＬＴを２名から３名に増員し、学校での英語指導補助

や公民館における英会話講座以外に、町内の幼児施設への派遣や、英会話番組の制作を行い

町ケーブルテレビで放送するなど、多くの町民に英会話に触れる機会を作ることが出来た。 

  コミュニティバス通学対応便事業については、小学校統合から２～３年が経過し、利用に

対して大きなトラブルがなく通学することが出来てきている。今後はトラブルの未然防止に

加え一般住民も利用するバスであるため、引き続き車内のマナー指導についても行って行く

必要がある。 

 

 

◆ 食育の充実については、学校給食地場産物活用推進事業により、地域の農畜産物を学校給

食に活用し、より身近に地域の食文化、産業や自然環境の恵みに対する児童・生徒の理解を

深めることが出来た。しかし、地場産物の活用は食育にとって効果的である反面、食材が割

高で使用回数が制限される事業であるため、町当局に対する事業理解を十分促し、拡充でき

るよう推進していく必要がある。 

 

 

◆ 家庭・地域と連携した学校づくりについては、学校評議員事業として、各学校で評議委員

から意見を聴取する会議を１～３回開催し、意見を学校運営に反映しており、地域に開かれ

た学校を目指す運営が行われている。学校支援地域本部事業は、教師の負担軽減や地域教育

力向上に効果をもたらすことから、未実施校へのＰＲを行い、多くの学校で実施していくこ

とが必要である。通学合宿事業では、地域の大人が子どもたちの生活や体験活動をサポートし、

家族を離れて地元の自治会館等に宿泊しながら集団生活を送ることにより、地域の方々との交流

が深まり、子どもの自立心や生活力の向上、協調性や我慢する心が育まれた。また、地域ぐるみ

で子ども達を育てていこうという機運の高まりもみられ、大変効果的な事業である。今後は２小

学校区だけでなく、他の学区でも実施できるよう、教育委員会主導から、地域が主導して取

り組めるようにしていく仕掛けづくりが必要である。 

 



 14 

 

◆ 放課後の居場所づくり・青少年育成運動の推進としては、放課後子ども教室推進事業を実

施している。これは、地域の方々の協力を得て、放課後の時間を利用し、年齢の異なる子ど

もたちが一緒に工作、料理、農作業、アウトドア体験を地域の方々の協力により様々な体験

をすることができるため、保護者からも好評を得ている事業であり、地域の教育力の向上の

手段として有効な事業である。現在はスタッフの関係上、五戸小学校区でしか行えていない

のが課題である。今後は他小学校区でも実施できるよう、スタッフ確保や育成も含め、事業

関係者、学校と協議しながら取り組む必要がある。 
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〈分類２〉 生涯学習 

○ 生涯にわたる学習意欲に応えるために施設の充実を図り、各種研修・

講習・学習会を積極的に開催します。 

○ 生涯学習活動を通じて、新たな知識の習得や人との出会いの場となる

よう、住民の学習ニーズへの柔軟な対応や気軽に楽しめる環境づくりに

努めます。 

 

 

 

 

 

  【施策】 

 

   ・社会教育関連施設の充実・・・・・・・・・・・・・・・・P１６ 

 

   ・生涯学習プログラムの整備と提供・・・・・・・・・・・・P１７ 

 

   ・若い世代が参加しやすい社会教育の実施・・・・・・・・・P２１ 

 

   ・学習成果の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２２ 

 

   ○ 総括的評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２３ 
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〈分類２〉 生涯学習 

【施策】 

◇ 社会教育関連施設の充実 

 

【主な事業】 

（１）移動図書館事業 

点 

検 

概

要 

 図書館から遠隔地のため、図書館に行って利用しにくい地域の人たちのため

に、自動車に図書を積み込んで各地区と小学校を巡回して図書の貸し出しをす

る。 

計

画 

・地域巡回貸出冊数 １，２００冊 

・学校巡回貸出冊数 ３，８００冊 実

績 

・月１回５箇所での地域巡回及び小

学校３校での巡回を実施した。 

・地域巡回貸出冊数 １，１２６冊 

・学校巡回貸出冊数 ３，２８０冊 

評 

価 

成

果 

移動図書館により、遠隔地域への図書貸出サービスが展開できた。また、地域

を定期的に巡回することで、読書の推進が図られ、利用者の希望に応じた貸出を

することができた。 

一方で、地域巡回、学校巡回とも、昨年度の貸出冊数は計画より下回った。 

課

題

等 

利用者の拡大が難しい現状は以前と変わらない。今後は、地域巡回の利便性を

周知するとともに、より利用しやすくするための巡回場所や日時等の見直が必要

である。 

また学校巡回では、児童数が減少傾向にある中で、より多くの子どもたちに利

用してもらうよう、学校と連携した取り組みを検討する必要がある。 

さらに、現在団体貸出を行っている五戸小学校に対する移動図書について、実

施するかどうか検討が必要である。 
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〈分類２〉 生涯学習 

【施策】 

◇  生涯学習プログラムの整備と提供 

 

【主な事業】 

（１）町民大学講座事業 

点 

検 

概 

要 

 生涯学習の一環として町民へ学習機会を提供することを目的に、年間を通じ

て各分野の講師を招いて講演を行う。また、施設見学などの移動講座も行う。 

計 

画 

・開催講座数 １０講座 

・開催回数 １１回 

・受講者数 延べ５００人 

 

実

績 

・開催回数 １０講座 

・開催回数 １１回 

・受講者数 延べ３９４人 

評 

価 

成

果 

 講座では、多様な分野からの講師による講義や、博物館等の様々な施設を見

学することで学習の機会を提供することができた。 

また、移動講座については見学場所を講義と関連した場所とすることで、よ

り理解を深めることができた。 

 

課

題

等 

  受講者数は減っており、講座をより多くの方に受講してもらう工夫が必

要。広報の仕方や町民の生涯学習に対してのニーズの把握はもちろんだが、

より多くの町民に受講してもらうためには、利用対象者や目的を絞り、多様

な学びを企画する必要がある。  
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〈分類２〉 生涯学習 

（２）公民館講座事業 

点 

検 

概

要 

 町民が生涯を通して生きがいのある充実した生活を送ることができるよう、

公民館において町民一人ひとりの学習ニーズに対応する多種多様な講座で、主

に受講者が作成などを行う内容で学びの場を提供する。 

 講座は、年間を通して行う普通講座、２～３か月の期間で行う短期講座、川

内・浅田・倉石の３地区の施設に出向いて行う移動講座がある。 

計

画 

・参加延べ人数 

  普通講座  ２，５２８人 

  短期講座    １２０人 

  移動講座    １３５人 

実

績 

・参加延べ人数 

  普通講座     １，０９２人 

  （パッチワーク、ハンドクラフト、

絵手紙等１１講座） 

  短期講座      １１１人 

  （苔玉作り・秋の苔玉作り・和裁

「袖なしちゃんちゃんこ作

り」・消しゴムハンコ作り・豆

しとぎの５講座） 

  移動講座       ６６人 

  （パッチワーク ３会場で講座） 

 

評 

価 

成

果 

 公民館講座は、幅広い年代の町民が受講しており、普通・短期・移動の３種

類の多様な講座を開講することや内容の充実を図りながら、進めていくことに

よって利用者が楽しく住民と交流する場を提供できた。また受講者のニーズに

応えることができた。 

特に短期講座に希望者が多く毎回定員に達した。 

英会話講座では、「コミュニケーションが楽しく勉強になった」、ハンドクラ

フトでは「毎回作るのが楽しみです」また、短期講座の和裁「袖なし」は針仕

事の面白さと伝統的な技法・流儀にも関心を持ち、次回も同じ講師との要望も

多かった。 

課

題

等 

普通講座の新規受講者の加入を促進するため、町民の学習ニーズを調査し新

たな講座の開講特に日中の講座を希望されている方もあり、講座を楽しく参加

できるような企画を検討する必要がある。 
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〈分類２〉 生涯学習 

（３）公民館情報紙発行事業 

点 

検 

概

要 

 公民館事業への理解と関心を深めるために、公民館事業の情報紙 「おんこ」

を作成し、自治会を通して毎戸配付や回覧をすることで、公民館の利用者数の

増加を目指す。 

計

画 

・「おんこ」の発行 

・年間利用者数 ６０，０００人 

・年間利用件数  ３，０００件 

実

績 

・年間７回の「おんこ」を発行 

・年間利用者数 ６１，３６１人 

・年間利用件数  ２，３２６件 

評 

価 

成

果 

 公民館情報紙「おんこ」を発行することで、公民館事業等を住民へ効果的に

お知らせすることができ、また公民館利用者の利便性を高めることができた。 

 町民の中には次回の講座等を楽しみにして、公民館情報紙「おんこ」の回覧

を待っているという方もあった。 

平成 25 年度から町のホームページにも公民館情報紙「おんこ」を掲載する

ことによって講座に申し込まれた方もあり、効果は少しずつあると思われる。 

課

題

等 

 公民館情報紙「おんこ」と共に、町のホームページでの情報提供も続けてい

くが、現状では、紙面以外での情報入手が困難な状況にある方のためには依然

として情報紙としての役割も大きい。 

今後とも見やすい、解りやすい公民館情報紙をめざし、情報提供していく必

要がある。 

 

 

（４）文化賞・スポーツ賞事業 

点 

検 

概

要 

 町の芸術文化の分野において、優れた創作活動を行っている個人または団体

に対し「文化功労賞、文化賞、文化奨励賞」を、また町の体育・スポーツの振

興発展への功績及びスポーツ大会において優秀な成績を収めた個人または団

体に対し「スポーツ功労賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞」を授与する。 

計

画 

・文化功労賞    ２人 

・文化賞     ２５人 

・文化奨励賞   ５０人 

・スポーツ功労賞  ２人 

・スポーツ賞   ２５人 

・スポーツ奨励賞 ５０人 

実

績 

・文化功労賞  １団体と２人 

・文化賞        ５人 

・文化奨励賞     ２３人 

・スポーツ功労賞    ２人 

・スポーツ賞     ３２人 

・スポーツ奨励賞   １３人 

評 

価 

成

果 

 文化賞・スポーツ賞は、毎年４月に開催する五戸町教育大会で表彰し、その

内容が町の広報紙に掲載されることで、町民に広く活躍を知らせることができ

た。 

課

題

等 

昨年度の評価にもあったが団体戦で収めた成績に対して、個人１人１人に賞

状を作成し表彰するのは適切ではないと考える。賞状に個人名のみ記載され団

体名が記載されていないのが現状である。表彰に関しては規則の改正によっ

て、賞状に関しては横に団体名を記載するなどの工夫によって改善する必要が

ある。 
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〈分類２〉 生涯学習 

 

（５）町民文化講演会事業 

点 

検 

概

要 

 町立公民館で講演会や演奏会などを実施することで、町民が芸術文化の関心

を高めるとともに豊かな感性を育む機会を提供する。 

計

画 

・なかじま みか「フォルクローレコ

ンサート」 

 

・スプリングコンサート 

  ターンバック他 

入場者総数 １，２００人 

実

績 

・なかじま みか「フォルクロー

レコンサート」 

  （６月１１日）  ２００人 

・スプリングコンサート 

    （３月６日）   ３００人 

評 

価 

成

果 

なかじま みか「フォルクローレコンサート」では200人ほどの町民が来場

コンサートの内容に感激して帰る方も多かった。 

また「町民いこいの日」のコンサートや文化講演を毎年続けてほしいという

要望も多かった。 

ターンバックによる「スプリングコンサート」も年々入場者も増え、町民の

関心も高くなってきており、芸術文化の関心を高める機会を提供できた。 

課

題

等 

町民からは、コンサートや著名人の講演の要望等があるが、少ない予算内で

できるだけ多くの町民が楽しめるもの等の実施を求められ難しい状況である。

機会をとらえアンケートなどによる要望を把握し、検討する必要がある。 

今年度も自衛隊音楽隊演奏会による演奏会を要望していたが自衛隊の都合

により開催できなかったが自衛隊の演奏会を楽しみにしている町民も多く、継

続して要望していきたい。 

 

 

（６）町文化協会支援事業 

点 

検 

概 

要 

 町文化協会の事務局を町立公民館で担当、協会運営と文化団体の事業の推進

を図るとともに、町の芸術文化団体相互の交流などの活動を支援するために、

町文化協会へ町補助金を交付する。 

計

画 

・文化協会加入団体数 ５０団体 

・産業と文化祭り参加数  

２０団体・個人 

・芸能発表会参加数 

 ２０団体・個人 

・町補助金の交付 

実

績 

・文化協会加入団体数 ４３団体 

・産業と文化祭り参加数  

１３団体 

・芸能発表会参加数 

  １０団体 

・町補助金を交付 

評 

価 

成

果 

補助金の交付及び事務局を担当することで、視察研修の実施や発表会への参

加などができ、町の文化団体組織の活性化と芸術文化が図られた。 

課

題

等 

 支援は、五戸町文化協会を対象とした事業であるが、文化協会に加入してい

ないで文化・芸術活動をしている町民もいることから、町の芸術文化の振興の

ためには文化協会以外の活動に対してのアプローチも検討する必要がある。 
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〈分類２〉 生涯学習 

【施策】 

◇ 若い世代が参加しやすい社会教育の実施 

 

【主な事業】 

（１）成人式事業 

点 

検 

概 

要 

 二十歳になる新成人の町民を対象に式典と祝賀会を行う。 

 式典と祝賀会の企画運営は、新成人の人たちが自ら実行委員会を組織して行

う。 

計 

画 

・新成人の参加率 ７０％ 

実

績 

・新成人対象者２５９人中１７４人が

参加（６７．２％） 

・式典終了後、新成人企画イベントの

時間を設けた（新成人から募集した動

画や画像の紹介）。 

評 

価 

成

果 

 町の行事を新成人による運営で行うことで、新成人が地域との関わりを持つ

きっかけとなった。 

課

題

等 

・充実した企画・運営をするため、実行委員会を組織する時期を早める。現在

は7月～8月に組織。 

・県外在住の新成人が増えているのもあり実行委員を募集することに苦慮。 

 新成人以外の実行委員も視野に入れる必要あり（例えば、過去に新成人とし

て実行委員活動を行った経験のある人に、当時の反省を踏まえて再度実行委員

として活動してもらう等）。 

・新成人だけで完結するのではなく、地域を巻き込んだ企画を行う必要がある。 

そうすることにより、若者と地域の接点が生まれ今後の地域の活性化にもつな

がる。 
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〈分類２〉 生涯学習 

【施策】 

◇ 学習成果の活用 

 

【主な事業】 

（１）ボランティア活動支援事業 

点 

検 

概

要 

 町内の各分野における特技を持った人材を生かし、町民の社会参加の場を提

供するとともに、地域ぐるみの教育を目指した「学校等支援ボランティアバン

ク」にボランティアで活動する人をリストに登録し、学校等からの求めに応じ

て人材を紹介する。 

 登録の更新は、２年ごとに行う。 

計

画 

・登録人数 ５０人 

・登録件数 ２３件 

・活動件数  ２か所 

実

績 

・登録人数 ３２人 

・登録件数 １８件 

・活動件数  なし 

評 

価 

成

果 

活動実績はなかったが、リストアップしておくことで地域の人材を把握して

おくことができた。 

なお、登録状況は平成２７年度も前年度と同様であった。 

課

題

等 

 活動をする新規の登録者が少ないため、年々登録者の高齢化に伴い登録人数

が減少している。また、ボランティアの依頼が少ないことによって登録者のモ

チベーションが下がり、登録の更新をしない場合もあり、利用件数を増やすた

めに他の事業との連携や活用が必要である。 
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〈分類２〉 生涯学習 

 

○ 総括的評価・・・・・生涯学習 

◆ 社会教育関連施設の充実としては、図書館に訪れることが難しい町民でも図書が借りら

れるように車で移動図書館事業として巡回している。実績として、地域巡回、学校巡回と

も、昨年度の貸出冊数は計画より下回っており、利用者の拡大が難しい現状である。今後

は、より利用しやすくするための巡回場所や日時等の見直しが必要といえる。学校巡回で

は、児童数の減少傾向にある中で、より多くの子どもたちに利用してもらうよう、学校と

連携した取り組みを検討する必要がある。 

 

 

◆ 生涯学習プログラムの整備と提供としては、生涯学習の拠点である公民館を中心に、町

民大学講座、公民館講座を開催しており、あわせて延べ１，６００人以上の町民が受講し

ている。町民文化講演会事業では、町立公民館で講演会や演奏会などを実施することで、

町民が芸術文化の関心を高めるとともに豊かな感性を育む機会を提供している。ターンバ

ックによる「スプリングコンサート」は年々入場者も増え、町民の関心も高くなってきて

おり、芸術文化の関心を高める機会となっている。今後は、新規階層に向けた企画や、聴

講したくても会場での受講が困難な町民のために、町ケーブルテレビを活用した自宅での

聴講について検討することも必要である。 

 

 

◆ 若い世代が参加しやすい社会教育の実施では、成人式事業として、新成人で組織する実

行委員会の企画運営により実施しているが、実行委員会のメンバーが、もっと主体的に取

り組み、事業終了後に充実感や達成感を育めるようなものとなるよう方法を検討する必要

がある。 

 

 

◆ 学習成果の活用では、町内の各分野における特技を持った人材を登録し、「学校等支援ボ

ランティアバンク」として学校等からの求めに応じて人材を紹介するボランティア活動支

援事業を実施しているが、ボランティアの依頼が無い状況にある。その要因の一つとして

は、学校支援地域本部事業の活用や、学校独自ルートによる人材確保により活動を実施し

ていることがあげられる。本事業は継続を維持しながら、利用件数を増やすために他の事

業との連携や活用、ＰＲの工夫が必要である。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

○ 住民がそれぞれの年齢、趣味、体力に応じたスポーツ・レクリエーシ

ョン活動を行うことができるよう、指導者の育成や施設・設備の改修等、

安全に利用できる環境づくりを進めます。 

○ スポーツ・レクリエーション活動を通じて、住民同士の交流機会とな

るよう、気軽に参加できる機会づくりに努めます。 

○ 住民が自身の健康づくりの一環として行うことができる年齢層に応じ

た生涯スポーツの普及促進に努めます。 

 

 

 

 

 

  【施策】 

 

   ・多様なスポーツ活動の普及促進・・・・・・・・・・・・・P２５ 

 

   ・スポーツを楽しむ環境の整備・・・・・・・・・・・・・・P３０ 

 

   ○ 総括的評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P３２ 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

【施策】 

◇ 多様なスポーツ活動の普及促進 

 

【主な事業】 

（１）町民登山・歩こう会事業 

点 

検 

概

要 

 町民を対象にした県内及び隣県での日帰り登山及びハイキングをすること

で、自然と触れ合いながら町民の健康増進とスポーツへ取り組むきっかけとし

てもらう。 

計

画 

・登山参加者 ５０人 

・歩こう会参加者 ８０人 

実

績 

・登山参加者（早池峰山） ３０人 

・歩こう会参加者（薬研渓流）６４人 

評 

価 

成

果 

 町民登山は計画の６割、歩こう会は計画の８割の参加となった。個人では気

軽にはできない登山やトレッキングに参加することで町民の健康増進が図ら

れた。 

町民登山では強風のため、途中で下山した。 

町民登山・歩こう会とも参加者からは、町民同士の親睦も図られることから、

参加してよかったという声が多く聞かれた。 

課

題

等 

 町民登山、歩こう会とも参加者数の減少と高齢者が多くなっていることから

より参加しやすい内容にするなどの検討が必要である。 

参加者からは毎年継続して開催してほしいとの声が多い。 

近年の火山活動の活発化等により、開催場所を十分に検討し安全が確保され

なければならない。 

町委託バス等の利用制限も考慮し、県外でなくても町内の豊かな自然を活用

して、開催時期や開催数等の内容の変更を検討する必要がある。 

 

（２）スポーツ推進委員事業 

点 

検 

 

概 

要 

 町のスポーツの推進のため、熱意と能力のある住民をスポーツ推進委員とし

て町教育委員会が委嘱し、社会体育事業の企画・運営をしてもらう。また、そ

の他の団体のスポーツ行事・事業に協力及び指導助言をしてもらう。 

計

画 

・町民運動会・登山・歩こう会

の企画運営への参画 

・各種スポーツ大会への協力 

・委員の行事等への延参加者数  

８０人 

実

績 

・スポーツ推進委員は、町民運動会・

登山・歩こう会の企画運営に参画した。 

・町老人スポーツ大会への協力をした。 

・委員の行事等への延参加者数９１人 

評 

価 

成

果 

スポーツ推進委員は、専門的な知識と行動力で町の事業に参画するなどスポ

ーツの振興に寄与した。 

課

題

等 

スポーツ推進委員は、事業参加者の安全、けが・発病者の対処等（救急措置、

心肺蘇生、ＡＥＤ講習会など）を万全にできるよう、専門的知識、技術の向上

が必要であるため、県などで開催する研修会、講習会等により多くのスポーツ

推進委員に参加してもらえるようにする必要がある。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

 

（３）生涯スポーツ振興事業等委託事業 

点 

検 

概 

要 

 「町民一人１スポーツ」を奨励することで、心身ともに健康で豊かな生活を

送るために生涯スポーツを推進し、誰もが気軽に参加できる各種スポーツ大会

や運動教室の実施についての企画、運営を（財）五戸町スポーツ振興公社に委

託している。 

計 

画 

・各種スポーツ大会及び教室へ

の参加者数 ３，３００人 

・開催スポーツ大会数 ９回 

・開催教室数  ４回 

・各種講習会・支援事業 ６回 

実

績 

・各種スポーツ大会及び教室への参加

者数 ２，８７９人 

・開催スポーツ大会数 ８回 

・開催教室数  ５回 

・各種講習会・支援事業 ５回 

評 

価 

成

果 

生涯スポーツ振興事業等の委託では、行政では手が回らない部分を委託する

ことで、多彩な大会等が実施され、多数の町民がスポーツに親しむことができ

た。 

高齢者を対象とした健康体操教室、スポーツ指導者育成事業としてスポーツ

安全とスポーツメンタルトレーニングの講習会を開催し好評であった。 

課

題

等 

 高齢者のレクリエーションや各種教室の参加者はほとんどが女性であり成

果も上がっているが、今後は男性を対象とした事業も実施し参加を促進し健康

増進を図ることが必要である。 

 

 

（４）県民駅伝競走大会五戸町実行委員会事業 

点 

検 

概

要 

 毎年９月第１日曜日に県下全市町村が参加して開催される県民駅伝競走大

会に参加するために、町実行委員会を組織し運営費として交付金を交付すると

ともに、事務局を担当し運営を支援する。 

計

画 

・実行委員会の実施内容 

  選手選考、練習スケジュール

の作成と実施、試走会、大会当

日の選手サポート 

・練習会等回数  ４０回 

・練習会参加者数 ３０人 

実

績 

・実行委員会の実施内容 

  選手選考、練習スケジュールの作

成と実施、試走会、大会当日の選手

サポートを行った。 

・練習会等回数  ３９回 

・練習会参加者数 ３５人 

・成績 ： 総合２９位（４０市町村中）、

町の部１５位（２２町中）  

評 

価 

成

果 

実行委員は、陸上の知識のある人材が長年メンバーとなっていることから、

通年での練習を行うなど継続的に大会に向けた取り組みができた。 

中学生、高校生の大会に向けての姿勢は他の模範となり青少年の健全育成に

寄与した。 

課

題

等 

 新たに実行委員に加わる人材が少ないため、町陸上競技協会と協力して人材

の育成や勧誘が必要である。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

 

（６）スポーツ少年団本部事業 

点 

検 

概

要 

 スポーツを通じて少年・少女の心身を鍛錬するために、町内のスポーツ少年

団を育成指導する、五戸町スポーツ少年団本部に運営費及び事業費に対する補

助金を交付するとともに、事務局を担当し運営を支援する。 

計

画 

・補助金の交付 

・登録指導者団員数 ３８３人 

・各種大会参加延べ人数２７０人 

実

績 

・スポーツ少年団本部へ例年どおりの

補助金を交付した。 

・登録指導者団員数 ３７８人 

・各種大会参加延べ人数 ３４３人 

評 

価 

成

果 

スポーツ少年団本部に加入している単位のスポーツ少年団は、計画の人数を

上回り、町内での活発なスポーツ活動をすることができた。 

課

題

等 

スポーツ少年団本部は、事業を円滑に進め、更なる発展をするために、役員

改選の際に指導者同士だけでも参加する交流会を開催し、情報交換をもちなが

ら運営及び事業についての見直しの必要がある。 

また、団員減少により単位団同士の統合も考えられるが、違うタイプの選手

と合同で練習できる機会でもあるため、子どもたちの技術の進歩を期待でき

る。 

資金面では、団員数の減少により財源確保が難しくなってきている。新たな

支援方法について対策をとる必要がある。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

（７）スポーツクラブ育成事業 

点 

検 

概

要 

 幼児から一般まで幅広い年齢層で、多様な競技を選択できるように地域に根

ざした、総合型地域スポーツクラブの育成と、スポーツを通じた町の活性化を

目指し、スポーツクラブを運営している（公財）五戸町スポーツ振興公社へ、

スポーツクラブ強化事業、指導者育成事業、スポーツ教室開催事業分として補

助金を交付する。 

・スポーツクラブは、サッカー、野球、バスケットボール、ソフトテニス、陸

上の５種目となっているが、陸上は、会員がいないため、休止状態となってい

る。 

計

画 

・補助金の交付 

・クラブ強化事業 １３回 

・指導者育成事業  ２回 

・スポーツ教室・イベント事業 

７回 

・広報活動 ２回 

実

績 

・クラブを運営しているスポーツ振興

公社へ補助金を交付した。 

・クラブ強化事業 １１回 

・指導者育成事業  ３回 

・スポーツ教室・イベント事業１０回 

・広報活動 ２回 

評 

価 

成

果 

 スポーツクラブ育成事業は、運営組織の（公財）五戸町スポーツ振興公社に

町が補助金を交付することで、スポーツ振興公社がクラブ強化事業、指導者育

成事業、スポーツ教室開催及びイベント事業、広報活動の４事業を展開し、ほ

ぼ計画どおりの実績となった。スポーツ教室はサッカー、バスケットボール、

硬式テニス、軟式テニスの教室を開催し好評であった。 

課

題

等 

スポーツクラブは、陸上競技クラブの会員確保と現クラブ員や指導者の増員

対策や事業の充実と拡大を図っていくことが必要である。 

また、少子化によりスポーツ少年団との関わりについて連携調整が必要とな

ってくると思われる。 

 

 

（８）スポーツ大会出場祝金事業 

点 

検 

概 

要 

 小・中学生のスポーツ競技力の向上と支援を目的に、予選を経て東北大会及

び全国大会に出場する小・中学生の保護者に対し、出場に際する負担を軽減す

るため、東北大会出場者へは１０，０００円、全国大会出場者へは２０，００

０円（合わせた限度額は２０，０００円）祝い金を支給する。 

計 

画 

・東北大会 １３人 

・全国大会  ０人 

実

績 

・東北大会 ２１人 

・全国大会  ０人 

評 

価 

成

果 

 出場祝金を支給することで、子どもたちが努力して勝ち取った、上位の大会

へ出場させるための保護者の負担を軽減することができた。 

課

題

等 

 出場祝金は、団体競技の場合には支給する人数が多く当初予算では把握が難

しく補正予算対応となることから、申請を受けてから支給日まで日数がかかる

場合が多い。早期に支給できるよう予算を前年度の実績より数人分多く計上で

きるようにする必要がある。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

 

（９）町民運動会事業 

点 

検 

概

要 

 町民の健康増進や親睦を図るために、全町内で自治会または地区ごとにチー

ムを作り、子どもから老人までが参加できる競技で１日楽しむ、全町をあげた

スポーツイベントとなっている。 

計

画 

・参加チーム数 １４チーム 

・延参加選手数  1,600人 実

績 

・参加チーム数 １４チーム（１３の

自治会と地区及び三沢基地アメリカ

海軍の全１４チームが参加 

・延参加選手数  1,600人 

評 

価 

成

果 

４７回目となる町民運動会は、町内の全地区が参加し、スポーツを通じて

地域の結団と親睦を図ることができた。 

三沢基地所属のアメリカ海軍チームを特別招待することで、国際交流の推

進が図られた。 

課

題

等 

 近年は、参加者の減少により選手の確保が難しくなっているチームが多くな

ってきている。現在の運動会形式で継続するとすれば、開催時間、競技種目

の内容、競技数等を少しでも町民が参加しやすいように検討する必要がある。 
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〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

【施策】 

◇ スポーツを楽しむ環境の整備 

 

【主な事業】 

（１）スポーツ施設の管理事業 

点 

検 

概

要 

 ひばり野公園（陸上競技場、野球場、サッカー場、テニスコート、プール）、

屋内トレーニングセンター、スポーツ交流センター及び倉石スポーツセンター

の施設を町民のスポーツ活動の場として提供しており、町民が利用しやすい施

設とするために、施設管理を指定管理者に委託している。また、利用者が安全

に安心して利用できるように、施設の不良箇所の修繕を行う。 

計

画 

・屋内トレーニングセンター 

 グラウンド屋根膜下鉄骨点検業

務委託 

 グラウンド舗装整備工事 

・陸上競技場 

 管理棟改修工事設計業務委託 

・サッカー場 

 管理棟建設工事設計業務委託 

・交流センター駐車場 

拡張工事測量設計監理業務委託 

拡張工事 

 ルームランナー購入 

 サッカーゴール購入 

・施設利用者数   

ひばり野公園  53,000人 

屋内トレーニングセンター 

27,000人 

スポーツ交流センター  

9,000人 

 倉石スポーツセンター  

11,000人 

実

績 

・屋内トレーニングセンター 

 グラウンド屋根膜下鉄骨点検業務

委託 

 グラウンド舗装整備工事 

・陸上競技場 

 管理棟改修工事設計業務委託 

・サッカー場 

 管理棟建設工事設計業務委託 

・交流センター駐車場 

拡張工事測量設計監理業務委託 

拡張工事（繰越） 

 ルームランナー購入 

 サッカーゴール購入 

 

・施設利用者数   

ひばり野公園  80,965人 

屋内トレーニングセンター 

28,018人 

スポーツ交流センター  

9,404人 

倉石スポーツセンター  

8,711人 

評 

価 

成

果 

 ひばり野公園、屋内トレーニングセンター、スポーツ交流センター及び倉石

スポーツセンターは、（公財）五戸町スポーツ振興公社と新たに指定管理委託

（平成２６年度～３０年度）をすることで、経費の節減ときめ細かな施設の管

理及び利用者の利便性の向上を図ることができた。 

 また、予定した工事や設計業務等、備品購入を実施し施設の良好な管理がで

きた。駐車場の拡張については、天候等の影響で次年度へ業務を繰越すことと

した。 
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 施設利用者数については、倉石スポーツセンター以外は計画通りであった。 

課

題

等 

 ひばり野運動公園は開園から３０年以上が経過し、各施設や設備の老朽化が

進み大規模改修の必要な箇所がある。特にひばり野公園陸上競技場管理棟、倉

石スポーツセンターは大規模な改修のため、財政と協議し計画的な予算措置が

必要である。 

その他施設設備の突発的な故障にも対処が必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 32 

〈分類３〉 スポーツ・レクリエーション 

 

○ 総合的評価・・・・・スポーツ・レクリエーション 

◆ 多様なスポーツ活動の普及促進としては、町民登山や歩こう会などの教育委員会が主

催する事業は、スポーツ推進委員の協力で初めての人や一人だけでも楽しく参加できる

体制となっており、健康志向の高まりから人気のある事業となっている。この事業を更

に多くの町民が参加しやすいようにするため、県外でなくても町内の豊かな自然を活用

し、開催時期や開催数等の内容の変更を検討する必要がある。また、例年多くの参加者

となっているが、参加者によるサークルなどの組織結成が成されやすい仕組みを検討す

る必要がある。また、委託事業の生涯スポーツ振興事業は、高齢者のレクリエーション

や各種教室の参加者はほとんどが女性であり成果も上がっているが、今後は男性を対象

とした事業も実施し参加を促進し健康増進を図ることが必要である。県民駅伝競走大会

では、実行委員は陸上の知識のある人材が長年メンバーとなっていることから、通年で

の練習を行うなど継続的に大会に向けた取り組みができているが、新たに実行委員に加

わる人材が少ないため、町陸上競技協会と協力して人材の育成や勧誘が必要である。ス

ポーツ少年団本部事業では、本部運営業務の支援を行っているが、団員数の減少により

財源確保が難しくなってきているため、支援方法について検討する時期に来ていると思

われる。スポーツクラブは、概ね事業計画とおり実施出来ており、各種目の教室も好評

であったが、陸上競技は会員がいないため、休止状態となっている。陸上競技クラブの

会員確保と他種目の現クラブ員や指導者の増員対策、事業の充実と拡大を図っていくこ

とが必要である。また、少子化によりスポーツ少年団との関わりについて連携調整が必

要となってくると思われる。４７回目となった町民運動会は、町内の全地区が参加し、

スポーツを通じて地域の結団と親睦を図ることができた。近年は、参加者の減少により

選手の確保が難しくなっているチームが多くなってきており、現在の形式で継続するな

らば、開催時間、競技種目の内容、競技数等を少しでも町民が参加しやすいように検討

する必要がある。 

 

 

 ◆ スポーツを楽しむ環境の整備としては、本町のスポーツ活動は、ひばり野公園とその

関連施設及び倉石スポーツセンターを拠点としており、これらをあわせて年間に約１２

万７千人が施設を利用し、比較的利用しやすい施設となっているのではないかと考えら

れる。さらに、天然芝と人工芝のサッカーグランド２面を有し、五戸ドームを含め、県

内でも有数の施設を町民が気軽に利用できる環境となっている。一方で、様々な施設の

老朽化による維持管理費の増大という問題を抱えており、計画的な管理が必要となって

いる状況にある。 
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〈分類４〉 地域文化の振興 

○ 本町の自然、歴史、文化等の郷土に関する文化財の保護に努めるとと

もに、先人が残した郷土の貴重な文化財を地域資源として有効活用でき

るよう保護体制の充実を図ります。 

○ 学校教育・生涯学習活動を通じて、地域の文化や歴史に対する住民の

関心を高める取り組みを推進し、町内の地域文化と郷土芸能を後世に残

す取り組みを支援します。 

 

 

 

 

 

  【施策】 

 

   ・保存団体、指導者の育成・・・・・・・・・・・・・・・・P３４ 

 

   ・文化財の保存活動の推進・・・・・・・・・・・・・・・・P３５ 

 

   ・文化財の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P３７ 

 

   ○ 総括的評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 34 

〈分類４〉 地域文化の振興 

【施策】 

◇ 保存団体、指導者の育成 

 

【主な事業】 

（１）産業と文化まつり事業 

点 

検 

概

要 

 文化活動を行っている団体、個人が、発表の場として、「産業と文化まつり」

の文化部門として公民館及び五戸ドームでの作品展示及び公民館でのステー

ジ発表を行う。 

計

画 

・参加団体数 ５０団体 実

績 

出展、出店団体数 ３７団体 

芸能発表団体数  １３団体 

計参加団体数   ５０団体 

評 

価 

成

果 

 文化まつりは、町民の日ごろの活動成果を発表できる貴重な機会であり、町

民の文化活動に親しむ機会を提供できた。計画参加数を大きく上回り、町の活

動の活性化に繋がった。展示、芸能発表団体ともに新規の参加者が増え新しい

刺激となった。 

課

題

等 

文化まつりに使用するパネル、テーブルなど参加者が増加し調整に難航し

た。出店団体との綿密な確認をする必要がある。申込みのさらなる増加に向け

て、使用する道具の数の把握を徹底していく。 

芸能発表団体の控え部屋の場所が分かりにくいという意見があった。団体の

名前を印刷した張り紙を貼るなど分かりやすくする必要がある。 

また、今年度は駐車場確保のため一般企業店（薬王堂など）の駐車場をお借

りしたが、本来の店のお客様が停められないというという事態が発生した。今

年度は、駐車場確保のための別の案を考えなければならない。 
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〈分類４〉 地域文化の振興 

【施策】 

◇ 文化財の保存活動の推進 

 

【主な事業】 

（１）文化財管理事業 

点 

検 

概

要 

 町所有の文化財の保存を行うとともに、臨時職員２名を雇用し、未整理文化

財の整理作業を行い町内の歴史の把握を行う。 

 開発等に伴う遺跡調査を実施し、遺跡の適切な保存に努める。 

 文化財関係資料の貸出等に対応し、町内文化財の周知に努める。 

計

画 

・文化財整理作業日数 １０日 

・町有文化財環境整備回数 ３回 
実

績 

・文化財整理作業日数 １６日 

・町有文化財環境整備回数 ４回 

  （草刈） 

評 

価 

成

果 

 町文化財の整理等により、町民及び県内外の関係者への五戸町の歴史理解に

寄与した。 

 青森県指定天然記念物「わむら（上村）のカシワ」、五戸町指定天然記念物

「奥州街道のアカマツ」の樹木診断を実施し、樹勢把握をすることができた。 

 埋蔵文化財、写真等資料の貸出により五戸町管内の文化財の魅力を発信する

ことができた。 

 開発等に伴う遺跡調査は、個人住宅建設に関係し試掘調査を２件実施した。 

（試掘調査の結果、本調査は行わないこととした。） 

課

題

等 

 未整理の文化財が多数あるため、今後も継続的に事業を実施する必要があ

る。 

 天然記念物（樹木）については、定期的に枝折れ、倒木等の危険がないか確

認する必要がある。 
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〈分類４〉 地域文化の振興 

 

（２）伝統芸能継承活動事業 

点 

検 

概

要 

 小学生に対し、伝統芸能に触れる機会をつくるとともに、継承活動を進めて

いくために学校で行う伝承活動について、指導者への謝金や道具の修繕などの

支援をする。 

計

画 

・指導回数 ６５回 

・発表回数  ４回 

実

績 

 

五戸小学校の児童が和太鼓（五戸

太鼓）、神楽の各クラブが、通常は月

２回程度、長期休暇等は月５回程度

の活動を行っている。 

・指導回数 ７３回 

・発表回数  ３回 

 

評 

価 

成

果 

伝統芸能継承活動は、小学生の伝統芸能への理解や後継者育成に寄与した。 

各種祭りや芸能発表会等に参加することにより、伝統芸能の普及発展に寄与

した。 

課

題

等 

継承活動への参加児童が減少しているため、学校と連携して参加児童数の増

加に努める必要がある。 
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〈分類４〉 地域文化の振興 

【施策】 

◇ 文化財の活用 

 

【主な事業】 

（１）県重宝「旧圓子家住宅」管理事業 

点 

検 

概

要 

 青森県重宝に指定されている「旧圓子家住宅」の管理及び見学者への公開を

行うことにより、文化財保護のへの理解を深め、五戸町の歴史を後世に伝えて

いく。 

 臨時職員１名を雇用して管理を行う。 

計

画 

・管理実施日数 ３０日 

・見学者数   ５０人 
実

績 

・管理実施日数 ３５日 

・見学者数   ９８人 

評 

価 

成

果 

 旧圓子家住宅の見学者数が計画を上回り、町民の郷土史理解の深化に寄与し

た。 

 パンフレットを活用し、町内外へ当該文化財を周知することができた。 

 消防設備点検を実施し、法令に基づき保存環境の適正化を推進した。 

課

題

等 

 旧圓子家住宅は、今後修繕等が必要になることが予想されるため、適正な管

理が求められる。 

 入館者数の増加のため、関係機関と協力して周知を図る必要がある。 

 

 

（２）歴史民俗資料保管展示施設設置準備事業 

点 

検 

概

要 

 旧豊間内小閉校に伴い、校舎等を歴史民俗資料保管展示施設として再整備

する事業である。検討委員会を設置し、設計案について意見を伺った。 

 設計業務委託を行い工事の概要を決定する。 

計

画 

・検討委員会 ２回 

・地元自治会説明会  １回 

・実施設計業務委託  

実

績 

・検討委員会 ３回 

・地元自治会説明会  １回 

・実施設計業務委託（繰越） 

評 

価 

成

果 

 検討委員会で設計案について、参考となる意見を伺うことができた。 

 地元自治会への説明会を実施し、歴史民俗資料保管展示施設設置や、開館

後の指定管理等について、意見を交わすことができた。 

 設計業務については、多方面からの意見を取り入れることとしたため、翌

年度へ繰り越すこととした。 

課

題

等 

建物改修工事を平成２８年度、展示工事を平成２９年度に実施する予定で

あるため、準備、調査を継続して行う必要がある。また、施設名称などにつ

いては、引き続き検討することとしたため、幅広い意見を聞き、決定する必

要がある。 
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〈分類４〉 地域文化の振興 

 

 

○ 総括的評価・・・・・地域文化の振興 

◆ 保存団体、指導者の育成としては、文化まつり事業では、町民の日ごろの活動成果を発

表できる貴重な機会であり、町民の文化活動に親しむ機会を提供できている。参加数も計

画を上回り、活動の活性化に繋がっている。一方で、参加者の増加により、パネル等の調

達や駐車場確保の問題が発生したが、これらの件に関しては、早めに対策を練って対応す

る必要がある。 

 

 

◆ 文化財の保存活動の推進としては、町文化財の整理等により、町民及び県内外の関係者

への五戸町の歴史理解に寄与した。しかし一方では、未整理の文化財が多数あるため、今

後も継続的に事業を実施する必要がある。 

小学生に対して行う伝統芸能継承活動は、町民から評価されているが、参加児童の減少

が見られることから、学校と連携しながら取り組みを行っていく必要がある。また、 

 

 

◆ 文化財の活用では、旧圓子家住宅管理については、継続的な公開により、町民の文化財

保護に対する理解と関心の高まりを大きくしていく必要がある。なお、今後修繕等が必要

になることが予想されるため、適正な管理が求められる。歴史民俗資料保管展示施設設置

準備事業は、建物改修工事を平成２８年度、展示工事を平成２９年度に実施し、３０年度

当初に開館する予定であるため、準備、調査を継続して行う必要がある。なお、展示施設

が豊間内地区の地域振興に寄与するような仕組み作りについては、引き続き地域の方々と

十分な話し合いを持ちながら進めていく必要がある。 

 

 

 

 


